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次回の外国語コンテスト日本語部門には､ 日本

人学生のみなさんもぜひ聴衆の一人として聞きに

きてください｡ 自分の国について留学生が話すの

を聞けば､ きっと意外な発見があるでしょう｡

(架谷真知子)

●英語部門

第１位 Living in the Global Community

as Japanese

07C8131 Megumi NONOYAMA

Today we are living in the global society and

some people are actively engaging the international

community. My aunt, too. She’s working as a

lawyer in America.

When I was young, I sometimes played with

cousins, speaking only English. Because my aunt

married to American, my cousins can’t speak

Japanese. Thus I sometimes couldn’t communicate

with them. The language barrier was impeding our

communication. Such an experience made me aspire

to communicate smoothly with people in English.

In my high school, I had an opportunity to

study in Australia. In Australia, I almost enjoyed

my stay, but I also felt there was still a language

barrier. All classes were conducted in English. I

couldn’t understand what teacher said. Moreover, I

was shocked by the fact that I didn’t know

anything about Japan, though I am Japanese and

grew up in Japan. For example, I had a chance to

learn memories of World War Ⅱin Australia. I met

a retired soldier and talked with him. He had fight

against Japan. He strictly said to me, “During the

war, I hated Japan. Japanese troops killed my

friends. You aren’t wrong, but you have a

responsibility for what Japan did.” I couldn’t reply

to him because I was totally ignorant about the

war. Finally, he said to me, “Your responsibility is

knowing pasts, and that will promise us a brilliant

future. Good luck to your future.” As he said, we

have a negative legacy of the World War Ⅱ that

many Japanese pretend not to see. But I think we

must face this fact. What is needed is a proper

understanding of this negative legacy and accepting

it. I think these efforts will help us understand who
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we are, that is, our national identity. And through

such an identity, we can express ourselves to

foreign people, I think.

Thus, during my stay in Australia, I found

that not only an acquisition of foreign languages

but also such a national identity is essential for

living in the global community. Then, I have

strongly desired to be a member of the global

community as Japanese.

Now I am majoring in modern Chinese

studies and also learning English at university. I

believe these languages will enable me to

communicate with many people.

However, as I learned in Australia, learning

languages is not enough to be a world citizen.

Then, I want to learn Japanese and world history

as well as foreign languages. I want to introduce

Japan to foreign people anytime and anywhere and

I want foreign people to know a genuine Japan.

And I hope such an approach will be a stepping

stone to engage the global community. To be a

world citizen, I want to study hard and broaden my

knowledge about the world in the years to come.

Thank you.

●中国語部門

第１位 �������	

06C8084 盛田美帆
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●韓国・朝鮮語部門

第１位 ��� �� (サッカーの魅力)

05M3178 趙 顕樹
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●日本語部門

第１位 おばあちゃんの知恵
07C8205 王宜潔

皆さんこんにちは！

皆さんは日本に来て､ どのぐらいになりました

か｡ 日本で生活している間に誰かがいいアドバイ

スをしてくれたり､ 人生に役に立つ格言が見つかっ

たりしましたか｡ 私は去年留学試験を受ける前に､

諦めたいという気持ちが出てきて､ 先生に相談し

たとき､ 先生が ｢佐賀のがばいばあちゃん｣ とい

う本を紹介してくれました｡ ｢がばい｣ とは佐賀

弁で ｢すごい｣ という意味で､ この本の作者が九

州の佐賀で祖母と暮らした子どもの頃の８年間を

書いた自伝小説です｡

では､ 皆さん､ まず私が言うとおりにイメージ

してください｡ 勉強が苦手な子どもがいます｡ あ

る日､ その子がおばあちゃんに成績表を見せると､

得意の体育が５という満点以外は１と２ばかりで

した｡ その子が ｢ばあちゃん､ 僕､ １と２ばかり

でごめんね｣ と謝ったら､ もし皆さんなら何と言

うでしょうか｡ 驚いたことに､ がばいばあちゃん

はこう言い返しました｡

ばあちゃん ｢大丈夫､ 大丈夫｡ 足したら､ ５に

なる｡｣

島田さん ｢でも､ 成績表って足してもいいの？｣

ばあちゃん ｢いいよ｡ 人生は総合力だよ！頭が

いい人も､ 頭が悪い人も､ 金持ちも

貧乏も､ 50年経てば､ 50歳になるよ｡｣

皆さん､ がばいばあちゃんの言葉は､ シンプル

で力強くて､ 素敵なだけでなく面白いユーモアに

も溢れていると思いませんか｡

さて､ 今､ 深刻な社会問題になっている自殺に

ついてがばいばあちゃんは何と言っているでしょ

うか｡

｢世の中には､ 病気で死にたくない人がいっぱ

いおるのに､ 自殺なんて､ 贅沢だ｡｣

皆さん､ ばあちゃんの言葉は､ 時代が移り変わっ

ても､ やはり､ 心に響くものだと思いませんか｡

ところで､ 人生には､ 苦しいときも､ 悲しいと

きもあります｡ そんなとき､ 物質的なものではな
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く､ 皆さんの心の奥では､ こころの支えになって

くれる､ もっと違ったものを求めているのではな

いでしょうか｡ そんなものが､ この本の中にある

かもしれません｡

私は勉強や､ バイトや､ 生活などで悩むことが

よくありますが､ そんな時がばいばあちゃんの言

葉を思い出すと､ 前向きという信念が強くなって

きて､ 頑張れば､ できそうにないこともできるよ

うになると思います｡

最後に､ がばいばあちゃんはこう言いました｡

｢時計が左に回ったら､ 壊れたと思って捨てられ

る｡ 人間も昔を振り返らず､ 前へ前へと進め！｣

みなさん､ 私たちはこれからの人生には､ 何があっ

ても逃げずに､ 強い心､ 負けない心､ 勇気を持っ

て自分らしく堂々と輝いていきていきましょう｡

みなさん､ 是非一度この本を読んでください｡
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〈編集後記〉

『語研ニュース』 第19号をお届けします｡

今回は史上最高の頁数を誇る大部の 『語研ニュー

ス』 となりました｡ この場を借りて執筆者各

位に感謝の意を表します｡ 今回はカラー写真

も多かったので､ 予算内で出来上がるかどう

か心配だったのですが､ お陰様で無事完成し

ました｡ 中部日本教育文化会の向井さんに大

変お世話になりました｡

今回も奇数号の恒例通り､ 前年末に行われ

た外国語コンテストの講評と､ 上位入賞者の

スピーチ原稿を掲載しています｡ 御覧の通り､

どれも優れた内容のものであり､ またそれぞ

れの外国語も注目すべき水準だと言えます｡

しかも､ 現代中国学部学生の中国語以外は､

外国語や外国文化を専攻していない学生諸君

が､ これほどの水準のスピーチを外国語で聞

かせてくれるということは実は大変なことで

す｡ このスピーチコンテストのこと､ 特にこ

こに参加している学生たちのことは､ 学内や

学外に大いに宣伝して誇りにするべきことだ

と私は思います｡ 入試広報などにも最大限に

利用してもらえればと考えています｡ 今年も

もちろん､ 11月から12月にかけて､ 各語系で

昨年と同様なコンテストが開催されます｡ 出

来るだけ多くの学生の参加を期待しています｡

これまでにも何度かここに書いてきたこと

を､ 敢えてもう一度繰り返して書きます｡ 夏

休みのほぼ一ヶ月半の間､ 外国語から遠ざかっ

て生活をしていると､ これまでせっかく身に

つけた語学力が衰えてとても勿体ないことに

なってしまいます｡ 春学期中の授業のテキス

トを暇なときに読み返したり､ その外国語の

新聞を読んだり､ あるいは自分の趣味や興味

のある分野に関する本を読んだり､ ニュース

や天気予報などをその外国語で聴いたりなど

のインプットを､ 少しずつでもなるべく毎日

続けましょう｡

愛知大学名古屋語学教育研究室
URL: http://leo.aichi-u.ac.jp/~goken/
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